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柔
道
関
係
者
と
保
護
者
ら

部
活
動
の
存
続
を
要
望

４
６
０
１
筆
の
署
名
提
出

唐
船
海
岸
残
土
処
分
不
正

県
が
業
者
を
刑
事
告
訴

入
札
参
加
資
格
３
年
停
止

赤
穂
出
身
収
集
家
が
出
版

『
横
浜
の
輸
出
陶
磁
器
』

桃
井
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
記
念
展

　
明
治
・
大
正
期
に
日
本

か
ら
海
外
へ
渡
っ
た
国
産

陶
磁
器
を
収
集
し
て
い
る

赤
穂
市
出
身
の
女
性
が
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
ま
と
め
た

図
録
『
近
代
　
横
浜
の
輸

出
陶
磁
器
―
日
本
文
化
を

絵
付
け
の
技
で
伝
え
た
人

々
―
』
を
刊
行
。
出
版
記

念
展
を
御
崎
の
桃
井
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
３
月
３０
日

（
土
）か
ら
開
く
。

　
図
録
を
出
版
し
た
の
は

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
在

住
の
近
藤
裕ひ

ろ

美み

さ
ん

（
６８
）。
日
系
ア
メ
リ
カ
人

の
夫
と
結
婚
し
て
２２
歳
で

渡
米
し
て
か
ら
２５
年
ほ
ど

経
っ
た
あ
る
日
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
郊
外
の
骨
董
品
店

で
忠
臣
蔵
の
絵
付
け
が
施

さ
れ
た
カ
ッ
プ
を
見
つ
け

た
。
製
造
元
を
示
す
裏
印

が
漢
字
で
書
か
れ
て
お

り
、
調
べ
る
と
横
浜
か
ら

海
外
に
輸
出
さ
れ
た
品
だ

と
わ
か
っ
た
。

　
近
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、

明
治
に
入
り
海
外
貿
易
の

拠
点
と
な
っ
た
開
港
地
・

横
浜
に
は
外
国
向
け
陶
磁

器
を
輸
出
販
売
す
る
た
め

に
多
く
の
画
工
・
陶
器
商

が
集
ま
り
、
一
大
産
地
と

な
っ
た
。
当
時
の
欧
米
で

の
流
行
に
合
わ
せ
、
卵
の

殻
の
よ
う
に
薄
い
「
エ
ッ

グ
シ
ェ
ル
」
と
呼
ば
れ
る

生
地
に
日
本
の
風
景
や
花

鳥
図
な
ど
を
細
密
に
絵
付

け
し
た
カ
ッ
プ
と
ソ
ー
サ

ー
が
輸
出
の
主
流
と
な

り
、
最
盛
期
の
明
治
３０
年

ご
ろ
に
は
画
工
の
数
は
８

と
も
１
０
０
０
種
類
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
代

表
的
な
約
１
８
０
種
類
を

豊
富
な
写
真
で
紹
介
。
関

係
者
の
子
孫
へ
の
聞
き
取

り
や
文
献
で
調
べ
た
横
浜

陶
磁
器
の
歴
史
や
関
連
資

料
も
収
録
し
た
。

　
「
時
間
を
か
け
て
丹
念

に
絵
を
描
い
た
職
人
さ
ん

達
の
技
や
思
い
が
ず
っ

と
、
ず
っ
と
残
る
よ
う
に

願
っ
て
本
に
ま
と
め
ま
し

た
」
と
近
藤
さ
ん
。
記
念

展
で
は
、
色
と
り
ど
り
の

花
び
ら
を
細
や
か
な
筆
遣

い
で
描
い
た
テ
ィ
ー
セ
ッ

ト
、
和
服
姿
の
女
性
が
描

か
れ
た
カ
ッ
プ
と
ソ
ー
サ

ー
な
ど
５８
種
類
を
展
示
。

「
職
人
さ
ん
達
が
絵
付
け

し
て
い
る
様
子
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
一
つ
一
つ
じ

っ
く
り
鑑
賞
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
出
版
記
念
展
は
５
月
２７

日（
月
）ま
で
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
。
鑑
賞
料
３
０

０
円
。
火
曜
休
館
。
４
月

７
日（
日
）
と
５
月
１２
日

（
日
）の
い
ず
れ
も
午
後
２

時
か
ら
近
藤
さ
ん
を
囲
む

茶
話
会
（
鑑
賞
料
、
飲
み

物
代
を
含
ん
で
５
０
０

円
）
を
催
す
。
☎
５６
・
９

９
３
３
。（
写
真
右
は
近

藤
裕
美
さ
ん
が
出
版
し
た

『
近
代
　
横
浜
の
輸
出
陶

磁
器
』。
同
左
は
展
示
品

の
一
例
）

　
兵
庫
県
発
注
の
唐
船
海

岸
環
境
整
備
工
事
に
伴
う

残
土
処
分
で
不
正
が
あ
っ

た
と
し
て
、
県
光
都
土
木

事
務
所
は
３
月
２６
日
、
工

事
を
受
注
し
た
赤
穂
市
浜

市
の
土
木
会
社
「
ソ
イ
ル

テ
ッ
ク
」
の
入
札
参
加
資

格
を
今
月
５
日
か
ら
３
年

間
停
止
し
、
同
社
を
詐
欺

罪
で
刑
事
告
訴
し
た
と
発

表
し
た
。

　
発
表
に
よ
る
と
、
同
社

は
昨
年
８
月
か
ら
１１
月
に

か
け
て
御
崎
の
唐
船
海
岸

を
浚
渫
し
て
発
生
し
た
残

土
４
８
５
立
方
㍍
に
つ
い

て
偽
の
集
計
表
や
計
量
伝

票
を
県
に
提
出
。
県
登
録

の
残
土
受
入
施
設
に
処
分

０
０
人
に
達
し
た
と
い

う
。
し
か
し
、
１
９
２
３

年
（
大
正
１２
）
の
関
東
大

震
災
が
大
き
な
打
撃
と
な

り
衰
退
。
昭
和
初
期
に
は

ほ
ぼ
作
ら
れ
な
く
な
っ
た

と
い
う
。

　
明
治
時
代
に
海
外
の
万

博
で
受
賞
し
た
こ
と
も
あ

る
横
浜
陶
磁
器
。
職
人
の

手
で
一
つ
一
つ
丁
寧
に
描

か
れ
た
繊
細
な
絵
付
け
と

色
合
い
に
魅
せ
ら
れ
た
近

藤
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
少

な
く
と
も
１
０
０
０
種
類

を
収
集
。「
当
時
の
日
本

中
か
ら
集
ま
っ
た
陶
工
や

画
工
の
技
の
集
大
成
と
も

い
え
る
逸
品
。
忘
れ
去
ら

れ
て
い
る
日
本
文
化
に
光

を
当
て
た
い
」
と
図
録
の

出
版
を
思
い
立
っ
た
。

　
図
録
（
Ｂ
５
判
変
形
２

５
６
㌻
、
里
文
出
版
、
３

７
０
０
円
＋
税
）
は
、
こ

れ
ま
で
に
集
め
た
少
な
く

　
教
員
数
不
足
な
ど
を
理

由
に
部
活
動
４
ク
ラ
ブ
の

削
減
計
画
を
公
表
し
た
赤

穂
中
学
校
に
対
し
、
削
減

対
象
の
一
つ
と
な
っ
た
柔

道
部
の
存
続
を
求
め
る
署

名
簿
が
２５
日
、
同
校
へ
提

出
さ
れ
た
。

　
署
名
活
動
は
先
月
６
日

付
け
「
学
校
だ
よ
り
」
で

計
画
が
公
表
さ
れ
た
の
を

受
け
、「
赤
穂
中
学
校
柔

道
部
存
続
を
求
め
る
保
護

者
・
関
係
者
の
会
」（
代

表
＝
池
田
正
男
・
赤
穂
市

柔
道
協
会
長
）
が
今
月
上

旬
か
ら
実
施
。
約
半
月
で

４
６
０
１
筆
が
集
ま
っ

た
。

　
こ
の
日
は
池
田
代
表
ら

４
人
が
学
校
を
訪
れ
、

「
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の

柔
道
を
続
け
た
い
と
い
う

夢
や
希
望
が
失
わ
れ
る
」

「
教
育
的
価
値
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
柔
道
部

は
、
中
学
校
の
部
活
動
と

し
て
存
続
さ
せ
る
べ
き
」

な
ど
と
文
書
を
添
え
て
署

名
簿
を
提
出
。
計
画
を
撤

回
す
る
よ
う
再
考
を
求
め

た
。

　
署
名
簿
を
受
け
取
っ
た

平
井
正
彦
校
長
は
「（
部

活
動
廃
止
は
）
私
の
一
存

で
決
め
た
の
で
は
な
く
、

職
員
で
何
度
も
話
し
合
っ

て
決
め
た
こ
と
」
と
計
画

の
撤
回
や
変
更
に
難
色
を

示
し
、「
検
討
し
た
上
で

今
月
末
ま
で
に
回
答
し
た

い
」
と
話
し
た
。

　
計
画
で
は
、
現
在
１３
あ

る
部
活
動
の
う
ち
、
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
柔
道
、

水
泳
、
生
活
文
化
の
４
部

を
２
０
２
１
年
度
末
ま
で

に
廃
部
す
る
と
し
て
い

る
。
市
教
委
に
よ
る
と
、

来
年
度
の
教
員
配
置
数
は

１８
人
（
管
理
職
と
事
務

職
、
養
護
教
諭
を
除
く
）

と
な
る
見
込
み
。
同
校
は

「
生
徒
の
安
全
確
保
、
教

員
の
負
担
軽
減
の
た
め
に

は
複
数
顧
問
の
配
置
が
必

要
で
、
現
在
の
ま
ま
部
活

動
を
維
持
す
る
こ
と
は
困

難
」
と
し
、
削
減
対
象
の

部
は
「
活
動
状
況
や
教
員

８
年
度
に
２
０
０
万
人
」

の
目
標
に
ほ
ど
遠
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　
報
告
書
に
よ
る
と
、
日

帰
り
客
は
１
１
９
万
４
千

人
（
前
年
度
比
３
・
６
％

増
）
と
増
加
し
た
が
、
宿

泊
客
は
２９
万
５
千
人
（
同

４
・
５
％
減
）
と
減
少
し

た
。

　
赤
穂
市
へ
の
観
光
入
込

客
数
は
２
０
０
９
年
度
以

降
１
４
０
〜
１
５
０
万
人

台
で
横
ば
い
。
調
査
を
ま

と
め
た
市
観
光
産
業
開
発

振
興
協
議
会
は
「
観
光
施

設
・
名
所
を
繋
ぐ
ル
ー
ト

の
確
立
や
交
通
ア
ク
セ
ス

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
」と
し
て
い
る
。

副
市
長
人
事

市
民
対
話
課
長
の

藤
本
大
祐
氏
抜
擢

　
赤
穂
市
議
会
は
２７
日
、

今
年
１
月
以
降
空
席
と
な

っ
て
い
た
副
市
長
に
市
民

対
話
課
長
の
藤
本
大
祐
氏

（
５３
）＝
惣
門
町
＝
を
選
任

す
る
人
事
案
に
同
意
し

た
。
任
期
は
４
月
１
日
か

ら
４
年
間
。 

　
藤
本
氏
は
１
９
８
９
年

に
関
西
外
国
語
大
学
外
国

語
学
部
を
卒
業
し
て
同
年

に
赤
穂
市
役
所
に
入
庁
。

人
事
課
長
を
経
て
２
０
１

６
年
４
月
か
ら
現
職
。 

　
藤
本
氏
は
「
新
し
い
時

代
の
幕
開
け
と
な
る
こ
の

節
目
の
時
期
に
副
市
長
の

大
役
を
お
お
せ
つ
か
る
の

は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の

重
さ
を
痛
感
し
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
」
と
述
べ
、

「
牟
礼
市
長
の
補
佐
役
と

し
て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
赤

穂
の
実
現
に
向
け
、
誠
心

誠
意
全
力
で
職
務
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
」

と
抱
負
を
表
明
し
た
。 

　
副
市
長
の
ポ
ス
ト
は
今

年
１
月
２６
日
付
け
で
前
任

の
児
嶋
佳
文
氏（
６３
）が

「
一
身
上
の
都
合
」
を
理

由
に
退
職
し
た
以
降
、
空

席
と
な
っ
て
い
た
。

し
た
よ
う
に
装
い
、
無
登

録
地
に
搬
入
し
た
も
の
。

　
県
は
今
回
の
不
正
が
詐

欺
罪
に
当
た
る
と
し
て
、

今
月
７
日
付
け
で
同
社
を

刑
事
告
訴
し
た
。
ま
た
、

残
土
を
受
け
入
れ
た
よ
う

に
装
う
た
め
に
偽
の
計
量

伝
票
を
作
成
し
た
と
し

て
、
佐
用
町
の
安
岡
建
設

に
対
し
３
月
２５
日
付
け
で

建
設
副
産
物
受
入
施
設
の

登
録
を
取
り
消
し
た
。

　
同
土
木
事
務
所
は
「
今

後
は
現
場
管
理
を
徹
底

し
、
再
発
防
止
に
努
め
た

い
」
と
話
し
た
。

の
指
導
経
験
な
ど
」
を
参

考
に
決
め
た
と
し
て
い

る
。（
写
真
は
柔
道
部
存
続

を
求
め
て
署
名
簿
を
提
出

す
る
池
田
正
男
代
表
㊧
）

２
０
１
７
年
度

年
間
観
光
客
数

ほ
ぼ
前
年
並
み

　
２
０
１
７
年
度
の
１
年

間
に
赤
穂
を
観
光
で
訪
れ

た
人
数
や
目
的
な
ど
を
調

べ
た
「
赤
穂
市
観
光
客
動

態
調
査
」
の
報
告
書
が
こ

の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、
年
間

総
入
込
数
は
１
４
８
万
９

千
人
で
前
年
度
よ
り
２
万

７
千
人
増
え
た
も
の
の
、

２
年
連
続
で
１
５
０
万
人

を
下
回
っ
た
。「
赤
穂
観

光
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
掲
げ
る
「
２
０
１
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も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」加
里
屋
中
洲
・
白
十
字

西
☎
４５
・
０
７
３
３

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
で
す
。気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗

装
」細
野
町
☎
４３
・
９
０
１

０
　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
電

話
、ご
来
店
く
だ
さ
い
。☎

４３
・
３
９
３
９

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
全
身（
８０
分
）

４
０
０
０
円
。
局
所（
６０

分
）３
５
０
０
円
。診
療
時

間
１０
時
～
１９
時（
要
予
約
・

送
迎
可
）。休
診
日（
金
曜

日
）。は
り
・
灸
・
指
圧
・
マ

ッ
サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」

鷆
和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

「
大
崎
表
具
店
」
浜
市
、

櫂
の
家
向
か
い
☎
４８
・
７

２
５
４

　

▼
何
で
も
し
ま
す
喜
ん

で
貴
方
の
お
手
伝
い
致
し

ま
す
＝
○
リ
フ
ォ
ー
ム
／

台
所
等
の
水
回
り
、プ
チ

改
修
、雨
も
り
修
理
等
○

便
利
屋
／
片
付
け
、家
財

処
分
、引
越
、剪
定
、草
刈
、

中
古
車
修
理
、鍵
取
付
。見

積
無
料
。「
愛
サ
ポ
ー
ト
」

御
崎
☎
４２
・
４
１
１
７

　

▼
大
変
お
得
な
カ
ー
ド

会
員
募
集
※
価
格
は
税
込

＝
年
会
費
５
４
０
円
○
平

常
価
格
４
３
２
円（
ド
ラ

イ
物
の
み
、特
殊
品
は
除

く
）→
会
員
価
格
３
２
４

円
。「
㈲
パ
リ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
」加
里
屋
☎
４３
・
３
９

３
３

　

▼
パ
ソ
コ
ン
が
遅
い・

重
い
を
一
気
に
解
決
＝
パ

ソ
コ
ン
の
全
体
速
度
を
約

５
倍
に
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｄ
化
を

始
め
ま
し
た
。Ｓ
Ｓ
Ｄ
化

を
す
る
と
同
時
に
来
年
１

月
に
サ
ポ
ー
ト
終
了
の
Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
や
Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
８
／
８
・
１

も
最
新
の
１０
に
変
更
し
ま

す
。当
店
デ
モ
機
で
実
感

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。更

に
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
１０
の

メ
ニ
ュ
ー
も
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
。操
作
に
迷
う
事
も
あ

り
ま
せ
ん
。費
用
は
デ
ー

タ
移
動
再
設
定
込
々
で
３

万
円
＋
消
費
税
で
す
。お

問
合
せ
・
ご
来
店
は
営
業

日（
金
土
日
月
の
Ａ
Ｍ
１０

時
～
Ｐ
Ｍ
６
時
ま
で
）「
は

し
も
と
で
ん
き
」折
方
１

４
２
６
☎
４２
・
２
８
７
４

（web-ako.com

に
も
掲
載

中
）

　

▼
剪
定・草
刈
り
承
り

ま
す
＝
庭
木
の
手
入
れ
、

消
毒
な
ど
お
困
り
の
方
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。庭
木
一
本
か

ら
の
ご
依
頼
や
草
刈
り
も

お
受
け
し
ま
す
。丁
寧
な

仕
事
を
し
ま
す
。【
４
月
の

お
す
す
め
】梅
、ミ
モ
ザ
、

オ
リ
ー
ブ
、ユ
ー
カ
リ
、害

虫
駆
除（
桜
、椿
、さ
ざ
ん

か
等
の
毛
虫
対
策
）「
御
庭

番
」塩
屋
☎
０
９
０
・
９
０

９
２
・
３
２
７
６（
大
前
）

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
野
菜
苗
続
々

入
荷
中
。ト
マ
ト
苗
を
は

じ
め
、ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
、

ピ
ー
マ
ン
の
主
要
品
種
を

少
量
ず
つ
入
荷
し
て
い
ま

す
。今
後
、続
々
入
荷
、品

種
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
ね
。春
野
菜
苗
は
朝

の
低
温
に
注
意
が
必
要
で

す
。保
温
対
策
や
苗
帽
子

な
ど
で
寒
さ
対
策
は
万
全

に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。お

礼
や
お
祝
い
に
、お
餞
別

に
、ご
予
算
に
応
じ
て
寄

植
や
鉢
花
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ア
レ
ン
ジ
を
お
作
り
し
ま

す
。お
餞
別
に
１
０
０
０

円
く
ら
い
か
ら
お
礼
や
お

祝
い
に
３
０
０
０
円
～

５
０
０
０
円
な
ど
、美
し

く
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
お
作

り
し
ま
す
。ご
注
文
は
電

話
で
も
受
付
し
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
ね
。春
の
花
苗
や

宿
根
草
が
続
々
入
荷
中
。

と
て
も
多
品
種
の
品
揃
え

と
な
っ
て
い
ま
す
。お
気

に
入
り
が
き
っ
と
見
つ
か

り
ま
す
ヨ
。４
月
４
日
ま

で
、春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

セ
ー
ル
開
催
中
。た
く
さ

ん
の
お
花
に
わ
く
わ
く
し

ま
す
ヨ
。鉢
花
、花
苗
、観

葉
植
物
、多
肉
植
物
は
レ

ジ
に
て
２
割
引
で
す
。イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、ブ
ロ
グ
に
入

荷
情
報
の
せ
て
い
ま
す
。

み
て
ね
。「
㈲
米
口
グ
リ
ー

ン
ナ
ー
セ
リ
ー
」木
津
☎

４６
・
８
０
０
１

　

▼
金
土
日
営
業
の
古
民

家
レ
ス
ト
ラ
ン
＝
ラ
ン
チ

○
お
た
の
し
み
御
膳（
週

替
り
）１
１
０
０
円（
予
約

優
先
）○
グ
ル
ー
プ
の
食

事
会
に
お
す
す
め『
ア
リ

バ
バ
御
膳
』
２
０
０
０
円

（
要
予
約
・
２
名
以
上
）。あ

と
り
え
＆
カ
フ
ェ
「
Ａ
Ｒ

Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
家
」上
郡

町
下
栗
原
６
０
６
☎
０
９

０
・
１
９
６
６
・
０
８
８
４

　

▼「
ラ・セ
ー
ヌ
洋
菓
子

店
」か
ら
の
お
知
ら
せ
＝

３
月
３０
日（
土
）・
４
月
１

日（
月
）『
イ
チ
ゴ
タ
ル
ト
』

を
１
０
８
０
円
で
販
売
し

て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
◎
自
転
車

預
り
も
受
け
て
お
り
ま

す
。（
営
）
９
時
半
～
１８
時

半
。駅
前（
商
議
所
北
）☎

４２
・
２
２
９
６

　

▼
２
０
２
０
年
小
学
校

卒
業
式
袴
着
付
予
約
受
付

中
＝
小
学
生
卒
業
式
の
袴

予
約
承
り
中
。ヘ
ア
セ
ッ

ト
も
ご
要
望
に
応
じ
て
ア

レ
ン
ジ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。「
ク
リ
ス
タ
ル
・
ロ

ー
ザ
」上
仮
屋
北
☎
４３
・
９

５
５
８

　

▼
ま
つ
毛
エ
ク
ス
テ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
＝『
赤
穂
民

報
見
ま
し
た
』ご
予
約
で

６０
本
３
０
０
０
円
。
８０
本

３
５
０
０
円
、
１
０
０
本

以
上
つ
け
放
題
４
０
０
０

円
。ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ま

つ
エ
ク
デ
ビ
ュ
ー
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？　

信
頼
と

実
績
の
サ
ロ
ン「
ク
リ
ス

タ
ル
・
ロ
ー
ザ
」上
仮
屋
北

☎
４３
・
９
５
５
８

　

▼
親
の
婚
活
＝
結
婚
願

望
の
あ
る
子
供
を
持
つ
親

同
士
の
交
流
会
○
４
月
３

日
１０
時
「
カ
フ
ェ
・
ド
・

リ
ー
フ
」
○
４
月
２
日
・

４
日
・
６
日
１４
時
半
「
オ

サ
キ
和
カ
フ
ェ
」。
参
加

費
共
に
１
０
０
０
円
（
お

茶
代
含
む
）。
写
真
持

参
。
☎
０
９
０
・
６
６
６

８
・
０
３
２
８
（
秋
田
）

　

▼
心
配
ご
と
相
談
所
＝

４
月
の
各
水
曜
日
１３
～
１７

時
○
一
般
相
談
３
日
・
１０

日
・
２４
日
○
弁
護
士
相
談

１７
日
○
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

相
談
３
日
・
２４
日
。日
常
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
不
安
や
悩

み
事
の
相
談
に
応
じ
ま
す

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
。

「
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議

会
」中
広
☎
４２
・
１
３
９
７

　

▼
春
の
山
野
草
展
＝
赤

穂
市
民
会
館
で
４
月
６
日

（
土
）・
７
日（
日
）９
～
１７

時（
７
日
は
１６
時
ま
で
）。

入
場
無
料
。「
蓼
草
友
の

会
」☎
４３
・
２
４
７
８
（
福

本
）

　

▼
第
二
回
赤
穂
絵
画
を

楽
し
む
会
作
品
展
開
催
＝

１１
名
の
方
が
出
展
さ
れ
ま

す
。
Ｓ
Ｍ
～
Ｆ
８
の
作
品

１２
点
を
展
示
。
４
月
１
日

（
月
）～
２５
日（
木
）１０
時
～

１６
時
（
金
土
日
休
み
）。

「
高
瀬
舟
」
坂
越
公
民
館

隣
☎
４８
・
７
１
２
２

　

▼
お
花
見
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
＝
４
月
９
日（
火
）１０
時

２０
分
～
１４
時
半
。
坂
越
し

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」か

ら
の
お
知
ら
せ
＝
寝
た
き

り
の
人
、病
気
等
の
た
め

に
足
を
運
べ
な
い
人
、男

性
も
可
。赤
穂
市
内
、隅
か

ら
隅
ま
で
出
張
し
ま
す
。

遠
方
も
可（
無
定
休
）◎
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
取

得
し
て
い
ま
す
。塩
屋
２

６
１
の
９
☎
４２
・
９
０
６

８
、
☎
０
９
０
・
３
４
９
・

２
８
６
８
４　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
６４
項

目
点
検
込
。洗
車
・
代
車
・

オ
イ
ル
各
千
円
増
。修
理
・

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
格

安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
格
安・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
７
１
１
０
円

１
㌧
未
満
５
７
９
７
０
円

１．５
㌧
未
満
６
６
２
７
０
円

２
㌧
未
満
７
４
４
７
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

ア
ン
ト
マ
ト
カ
フ
ェ
赤
穂

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
店
／
週

３
～
４
日
程
度
。
７
～

１５
時
。１７
～
２１
時（
阪
本
）。

「
赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」

加
里
屋
中
洲
☎
４２
・
１
０

０
１

　

▼
坂
越・
月
極
駐
車
場

＝
○
１
カ
月
３
０
０
０
円

○
場
所
／
砂
子
１
２
３
の

１
（
花
み
ず
き
近
く
）。詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。☎
４８
・
８
６
６
１
（
花

み
ず
き
・
高
橋
）

　

▼
犬
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い（
チ
ワ
ッ
ク
ス
）＝
チ
ワ

ワ
と
ダ
ッ
ク
ス
の
ミ
ッ
ク

ス（
メ
ス
・
１０
歳
）。黒
色
で

シ
ル
バ
ー
が
混
ざ
っ
て
い

ま
す
。お
と
な
し
い
で
す
。

事
情
で
飼
え
な
く
な
り
、

お
願
い
し
ま
す
。☎
０
９

０
・
３
９
２
３
・
２
１
８
６

　　　

▽
３１
日
＝
黒
田
医
院

（
元
沖
町
５１
）☎
４３
・
５
２

１
０

で
安
定
し
た
収
入
。Ｗ
ワ

ー
ク
Ｏ
Ｋ
。Ａ
Ｍ
２
時
か

ら
２
時
間
半
程
。「
神
戸
新

聞
赤
穂
専
売
所
」加
里
屋

☎
４３
・
５
７
０
０

　

▼
ケ
ー
キ
が
好
き
で
、

元
気
な
方
募
集
＝
①
土
日

祝
９
～
２０
時
の
間
で
４
～

６
時
間
働
け
る
方
②
平
日

１６
～
２０
時
働
け
る
方
。時

給
８
８
０
円
～
（
研
修
期

間
有
）主
婦
、学
生
は
問
い

ま
せ
ん（
高
校
生
不
可
）。

店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ

き
販
売
員
を
若
干
名
募
集

し
ま
す
。ま
ず
は
お
気
軽

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

「
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
ノ
ア
」惣

門
町
☎
４３
・
２
０
３
１

　

▼「
対
鴎
舘
」＝
○
レ
ス

ト
ラ
ン
配
膳
係
／
７
～
１０

時
半
、
１５
～
２０
時
半
の
間

で
応
相
談
。
時
給
１
０
０

０
円
～
１
１
５
０
円
（
１

カ
月
見
習
期
間
あ
り
）
○

寝
具
・
洗
い
場
／
１８
～
２１

時
。
時
給
８
８
０
円
。
お

気
軽
に
問
合
せ
く
だ
さ

い
。御
崎
☎
４２
・
２
６
８
１

　

▼
軽
四
ド
ラ
イ
バ
ー
募

集
＝
赤
穂
市
内
の
決
ま
っ

た
範
囲
の
宅
配
業
務
で

す
。給
与
月
収
３５
万
円
以

上
可
能（
完
全
出
来
高
制
）

頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど
収

入
Ｕ
Ｐ
。
７
時
～
２１
時

（
１９
時
以
降
の
指
定
が
最

後
で
お
任
せ
し
た
荷
物
の

配
達
が
終
わ
れ
ば
終
了
）。

車
の
リ
ー
ス
あ
り
。未
経

験
の
方
も
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。「
小
坂
運

送
」中
広
☎
０
８
０
・
４
５

６
５
・
１
３
０
８

　

▼
土
日
祝
日
勤
務
で
き

る
方
歓
迎
＝
曜
日
・
時
間

帯
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。平
日
の
み
も
Ｏ

Ｋ
。制
服
貸
与
。時
給
８
７

１
円
①
ホ
テ
ル
内
ギ
フ
ト

シ
ョ
ッ
プ
係
／
週
２
～

３
日
程
度
。
１０
～
１８
時
。

４
時
間
程
度（
有
吉
）②
和

食
調
理
補
助
／
週
４
～

５
日
程
度
。
９
～
１４
時
。

１７
～
２１
時（
柴
田
）③
ホ
テ

ル
副
支
配
人
ア
シ
ス
タ
ン

ト
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
で

き
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
制

作
に
興
味
あ
る
方
。週
２

～
３
日
程
度
。
１０
～
１８

時
。
４
時
間
程
度（
阪
本
）

④
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
宴

会
サ
ー
ビ
ス
／
週
３
～

４
日
程
度
。１０
～
１４
時
。１７

～
２１
時（
阪
本
）⑤
イ
タ
リ

お
さ
い
市
場
か
ら
出
航

し
、
海
か
ら
桜
を
眺
め
ま

す
。
下
船
後
は
桃
井
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
昼
食
と
展
示

鑑
賞
。
参
加
費
３
５
０
０

円
で
４
月
１
日
ま
で
４０
人

を
募
集
。
☎
４６
・
２
６
２

２
（
長
棟
）

　

▼
花
ま
つ
り
＝
４
月
６

日（
土
）１０
時
か
ら
釈
迦
降

誕
の
法
要
。
大
倉
流
大
鼓

方
の
大
倉
正
之
助
氏
（
重

要
無
形
文
化
財
保
持

者
）、
ピ
ア
ニ
ス
ト
高
橋

全
氏
ら
が
奉
納
演
奏
。
１３

時
か
ら
千
種
川
河
川
敷
で

採
灯
大
護
摩
奉
修
を
行
い

ま
す
。「
普
門
寺
」
尾
崎

☎
４２
・
３
６
６
９

　

▼
桜
並
木
の
一
般
開
放

＝
４
月
６
日（
土
）１１
～
１５

時
。雨
天
中
止
。守
衛
所
で

必
要
事
項
を
記
入
の
上
入

構
い
た
だ
け
ま
す
。飲
食

は
可
能
で
す
が
火
気
は
使

え
ま
せ
ん
。ご
み
の
お
持

ち
帰
り
を
お
願
い
し
ま

す
。ご
希
望
の
方
に
発
電

所
見
学（
１１
時
半
～
正
午
、

１４
時
～
１４
時
半
）あ
り
。

「
関
西
電
力
赤
穂
発
電
所
」

加
里
屋
☎
４２
・
４
１
１
１

　

▼
春
の
朗
読
教
室
無
料

体
験
＝
朗
読
に
興
味
の
あ

る
方
、滑
舌
を
良
く
し
た

い
・
ハ
キ
ハ
キ
話
し
た
い
・

人
前
で
上
手
く
話
し
た
い

方
等
発
声
・
滑
舌
練
習
や

朗
読
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。加
里
屋
ま
ち
づ
く
り

会
館
４
月
１２
・
２６
日
、５
月

１７
・
３１
日（
金
）１０
時
は
半

～
１２
時
、１８
時
半
～
１９
時

半
。要
予
約
。個
人
レ
ッ
ス

ン
も
受
付
可
。「
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー　

水
野
か
お

り
」☎
０
８
０
・
５
３
０
７

・
１
２
８
５

　

▼
パ
ー
ト
募
集
＝
○
イ

オ
ン
赤
穂
店
の
日
常
清

掃
。６
～
９
時
。１２
～
１６

時
。１６
～
１９
時
。時
給
８
８

０
円
○
マ
ル
ハ
ン
赤
穂
店

の
日
常
清
掃
。
７
～
９

時（
オ
ー
プ
ン
前
）時
給
９

０
０
円
、１２
～
１８
時
半（
店

内
巡
回
）時
給
８
８
０
円

○
赤
穂
中
央
病
院
内
の
日

常
清
掃
。
７
～
１２
時
の

内
４
時
間
。時
給
８
８
０

～
９
０
０
円
。お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。詳
細

は
面
談
で
。「
オ
リ
ー
ブ
美

家
工
業
㈱
姫
路
支
店
」姫

路
市
飾
磨
区
三
宅
☎
０
７

９
・
２
８
９
・
２
１
９
４

　

▼
若
手
Ｓ
Ｓ
正
規
社
員 

と
パ
ー
ト・
ア
ル
バ
イ
ト

募
集
＝
○
社
員
／
月
給
１６

万
５
０
０
０
円
～
２２
万
円

（
年
齢
・
経
験
に
よ
る
）。

７
時
～
２０
時
内
の
シ
フ
ト

制
○
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
／
時
給
９
０
０
円
。
８

時
～
２０
時
内
の
希
望
シ
フ

ト
制
。委
細
面
談
に
て
。

「
前
田
石
油
㈱
」東
Ｓ
Ｓ

（
イ
オ
ン
赤
穂
店
西
側
）☎

４２
・
２
６
９
０
、イ
ン
タ
ー

Ｓ
Ｓ（
山
陽
赤
穂
イ
ン
タ

ー
前
）☎
４２
・
１
１
６
６

　

▼
ス
タ
ッ
フ
急
募
＝
○

洗
い
場
／
土
日
祝
日
の
１１

時
～
１５
時
半
。平
日
の
１１

時
～
１５
時
半
。時
給
９
０

０
円
～
○
キ
ッ
チ
ン
ス
タ

ッ
フ
若
干
名
／
９
時
～
１５

時
半
。１８
時
～
２０
時
。時
給

８
８
０
円
～
。土
日
祝
日

入
れ
る
方
○
正
社
員
／

９
時
～
１５
時
半
。１８
時
～

２０
時
半
。給
与
１７
万
５
千

円
～
。保
険
各
種
完
備
。経

験
者
優
遇
し
ま
す
。「
さ
く

ら
ぐ
み
」御
崎
２
の
１
☎

４２
・
３
５
４
５

　

▼
折
込
ス
タ
ッ
フ
募
集

＝
新
聞
に
入
っ
て
い
る
チ

ラ
シ
を
機
械
で
ま
と
め
ま

す
。午
前
１１
時
半
か
ら
２

時
間
半
～
最
長
終
了
す
る

ま
で（
曜
日
や
量
に
よ
り

変
動
）。週
３
回
～
。時
給

８
８
０
円
。５０
～
６０
歳
代

主
婦
が
活
躍
中
○
配
達
さ

ん
募
集
。毎
朝
の
短
時
間
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（
七
）

　

あ
る
と
き
、
大
雨
が
降
り
、
こ
の
河
原
が
水
浸

し
に
な
っ
た
の
で
、
人
々
は
近
く
の
雄
鷹
山
の
ふ

も
と
に
祠
を
作
り
、
そ
こ
へ
仏
様
を
お
移
し
し
ま

し
た
。

　

あ
の
お
坊
さ
ん
は
、
え
ら
い
大
師
様
に
違
い
な

い
。
そ
こ
で
、
こ
の
山
の
こ
と
を
、
い
つ
し
か
、

お
大
師
山
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

お
坊
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
仮
屋
は
、
い
つ
の
間

に
か
朽
ち
果
て
て
し
ま
い
、
何
も
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。
村
人
た
ち
は
、「
仮
屋
の
仏
さ
ま
」
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
と
し
て
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
「
仮

屋
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
で
は
、
同
じ
「
か
り
や
」
で
も
、
字
の
違

う
、「
加
里
屋
」
と
い
う
地
名
に
な
り
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
「
上
仮
屋
」
と
い
う
地
名
は
、
そ
の

ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
あ
の
お
坊
さ
ん
は
誰
だ
っ

た
の
か
、
今
で
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
仮
屋
の
仏

さ
ま
も
、
今
で
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
も
わ
か
ら

な
い
の
で
す
。
今
も
残
っ
て
い
る
の
は
、「
か
り

や
」
と
い
う
地
名
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
し
ま
い

　
　
　
　
　
　

 

作
・
切
り
絵　
　

村
杉
創
夢　

休
日
急
患
診
療
医
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日
本
珠
算
連
盟

第
１
２
５
回
段
位

認
定
試
験
昇
段
者

　

〔
珠
算
〕
▽
準
初
段
＝

竹
本
理
紗
（
有
年
小
５
）

野
村
華
恵
（
赤
穂
中
２
）

〔
暗
算
〕
▽
六
段
＝
中
川

原
有
祈
子
（
一
般
）

幼
稚
園
３
歳
児
保
育

「
利
用
し
た
い
」半
数
超

市
の
子
育
て
ニ
ー
ズ
調
査

【
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
心
の
絆
―
愛
着
①
】

　

母
子
間
の
関
係
は
双
方

向
に
影
響
を
与
え
な
が
ら

変
化
し
て
い
く
、
と
い
う

の
が
現
代
の
愛
着
論
で

す
。し
か
し
、乳
児
が「
ｉ

ｎ
ｆ
ａ
ｎ
ｔ
」
や
「
白

紙
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た

時
代
、
母
子
間
の
関
係
は

「
母
→
乳
児
」
と
い
う
一

方
向
が
前
提
で
、
乳
児
は

「
世
話
を
受
け
る
側
」
で

あ
り
、
常
に
受
け
身
で
し

た
。
そ
し
て
、
母
親
の
役

割
や
愛
情
は
、
授
乳
や
着

替
え
な
ど
身
の
回
り
の
世

話
を
ど
れ
程
き
ち
ん
と
行

っ
て
い
る
か
で
測
ら
れ
た

の
で
す
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
奇

妙
な
現
象
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
親
か
ら
長
期
間
離

さ
れ
施
設
等
で
育
て
ら
れ

た
複
数
の
乳
児
に
、
情
緒

的
な
障
害
や
身
体
的
発
達

の
遅
れ
が
見
ら
れ
た
の
で

す
。
当
時
は
そ
の
原
因
が

見
当
た
ら
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
現
象
名
と
し
て

「
ホ
ス
ピ
タ
リ
ズ
ム
（
施

設
病
）」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
時
、
ハ

ー
ロ
ゥ
の
研
究
が
発
表
さ

れ
た
の
で
す
。

　

ハ
ー
ロ
ゥ
は
、
ア
カ
ゲ

ザ
ル
の
赤
ち
ゃ
ん
を
二
体

の
模
型
が
い
る
部
屋
に
入

れ
ま
し
た
。
一
体
は
「
針

金
マ
マ
」
で
、
も
う
一
体

は
「
毛
布
マ
マ
」
で
す
。

針
金
マ
マ
は
堅
く
て
冷
た

い
の
で
す
が
、
ミ
ル
ク
を

く
れ
ま
す
（
針
金
の
隙
間

に
哺
乳
瓶
が
固
定
さ
れ
て

い
ま
す
）。毛
布
マ
マ
は
触

る
と
温
か
い
の
で
す
が
、

空
腹
は
満
た
さ
れ
ま
せ

ん
。
さ
て
、
ア
カ
ゲ
ザ
ル

の
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
ち
ら
を

選
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　

実
は
、
ミ
ル
ク
を
飲
む

と
き
以
外
は
、
ず
っ
と
毛

布
マ
マ
に
し
が
み
つ
い
て

過
ご
し
ま
し
た
。
部
屋
の

外
か
ら
少
し
脅
か
し
て
み

る
と
、
部
屋
の
ど
こ
に
い

て
も
、
毛
布
マ
マ
に
向
か

っ
て
走
り
ま
し
た
。
こ
の

研
究
か
ら
分
か
っ
た
こ

と
、
そ
れ
は
、
ア
カ
ゲ
ザ

ル
の
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
は
、
ミ
ル
ク

よ
り
も
「
温
か
い
肌
感

触
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

こ
の
研
究
結
果
を
そ
の

ま
ま
人
に
当
て
は
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ア

カ
ゲ
ザ
ル
の
赤
ち
ゃ
ん
の

行
動
は
、
母
子
関
係
の
在

り
方
を
見
つ
め
な
お
す
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
究
の
後
、
授

乳
や
着
替
え
な
ど
「
世
話

の
た
め
の
抱
っ
こ
」
か

ら
、「
肌
接
触
の
た
め
の

抱
っ
こ
」
へ
と
考
え
方
が

変
わ
り
ま
し
た
。
子
育
て

に
お
い
て
、
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
に

笑
い
か
け
、
抱
き
し
め
、

泣
け
ば
駆
け
付
け
て
く
れ

る
人
を
「
特
定
の
人
」
と

位
置
づ
け
、
信
頼
感
を
抱

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
母
親
も
、
赤
ち
ゃ
ん

と
の
接
触
を
通
し
て
一
層

の
愛
情
を
抱
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
母

子
間
の
情
緒
的
な
絆
を
ボ

ウ
ル
ビ
ィ
は
「
愛
着
」
と

呼
び
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が

そ
の
成
立
に
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
た
の
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
母
親
に
抱

く
信
頼
感
は
、
そ
の
後
の

赤
ち
ゃ
ん
の
知
能
の
発
達

や
対
人
関
係
を
支
え
て
い

き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
知

的
好
奇
心
を
持
っ
て
生
ま

れ
ま
す
が
、
同
時
に
と
て

も
用
心
深
い
の
で
、
初
め

て
見
る
モ
ノ
や
人
に
対
し

て
す
ぐ
に
手
を
伸
ば
し
た

り
、
近
寄
る
こ
と
は
し
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
近
く
に

愛
着
対
象
が
い
る
と
、
む

し
ろ
進
ん
で
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
結

果
的
に
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

行
動
が
、
知
能
の
発
達
や

対
人
関
係
の
形
成
に
結
び

つ
く
と
い
う
わ
け
で
す
。

た
だ
し
、
愛
着
関
係
は
い

つ
で
も
自
由
に
結
べ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
愛

着
の
形
成
に
は
、
タ
イ
ム

リ
ミ
ッ
ト
が
あ
る
の
で

す
。
次
回
を
お
楽
し
み

に
。

（
教
育
学
部
児
童
教
育
学

科
教
授
・
大
山
摩
希
子
）

　 　

　 　

　 　

　

子
育
て
中
の
保
護
者
を

対
象
に
赤
穂
市
が
実
施
し

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

調
査
」
の
結
果（
速
報
値
）

が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、

市
が
今
年
度
か
ら
試
行
し

て
い
る
幼
稚
園
３
歳
児
保

育
に
つ
い
て
就
学
前
児
童

の
保
護
者
の
５３
・
４
％
が

利
用
を
希
望
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

調
査
は
小
学
１
〜
５
年

生
の
子
ど
も
が
い
る
１
５

１
８
世
帯
、
就
学
前
児
童

が
い
る
１
０
３
７
世
帯
を

対
象
に
今
年
１
月
か
ら
２

月
に
か
け
て
実
施
。
小
学

生
１
４
４
５
件
（
回
収
率

９５
・
２
％
）、
就
学
前
児

童
８
０
０
件
（
同
７７
・
１

％
）
か
ら
回
答
を
得
た
。

　

「
幼
稚
園
に
お
け
る
３

歳
児
保
育
の
利
用
を
希
望

す
る
か
」
の
問
い
に
５３
・

４
％
が
「
は
い
」
と
回

答
。「
い
い
え
」
の
４１
・

４
％
を
上
回
っ
た
。

　

「
子
育
て
に
つ
い
て
不

安
や
負
担
を
感
じ
て
い
る

か
」
の
質
問
で
、
小
学
生

保
護
者
の
８
・
２
％
、
就

学
前
児
童
保
護
者
の
１０
・

６
％
が
「
い
つ
も
感
じ

る
」
と
回
答
。「
と
き
ど

き
感
じ
る
」
と
答
え
た
世

帯
を
合
わ
せ
る
と
６
割
を

超
え
、
不
安
や
負
担
の
理

由
と
し
て
、
▽
子
ど
も
の

教
育
や
い
じ
め
▽
子
ど
も

の
健
康
や
発
達
▽
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
▽
子
育
て

に
か
か
る
経
済
的
負
担-

が
多
か
っ
た
。

　

「
日
頃
、
子
ど
も
を
み

て
も
ら
え
る
親
族
・
知
人

は
い
ま
す
か
」
の
質
問
に

７
・
４
％
が
「
い
な
い
」

と
回
答
。
５
年
前
の
前
回

調
査
よ
り
１
・
６
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
に
子
ど
も

の
病
気
や
ケ
ガ
で
「
父
親

ま
た
は
母
親
が
休
ん
で
対

応
し
た
」
と
回
答
し
た
世

帯
を
対
象
に
「
病
児
保
育

を
利
用
し
た
か
っ
た
か
」

と
尋
ね
た
設
問
で
は
、

「
で
き
れ
ば
利
用
し
た
か

っ
た
」（
小
学
生
２１
・
３

％
、
就
学
前
４３
・
２
％
）

よ
り
も
、「
思
わ
な
か
っ

た
」（
小
学
生
７６
・
９

％
、
就
学
前
５６
・
４
％
）

と
答
え
た
世
帯
が
多
く
、

「
利
用
し
た
い
と
思
わ
な

か
っ
た
理
由
」（
複
数
回

答
）
と
し
て
、
▽
病
児
・

桜
の
季
節
恒
例

サ
ロ
ン
演
奏
会

　

桜
の
季
節
恒
例
の
サ
ロ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
「
第
２８
回

花
び
ら
に
寄
す
る
思
い
」

が
４
月
７
日
（
日
）、
加

里
屋
の
赤
穂
市
立
民
俗
資

料
館
で
行
わ
れ
る
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
小
川

真
澄
さ
ん
＝
赤
穂
演
奏
家

協
会
代
表
、
農
神
町
＝
が

尾
上
克
彦
さ
ん
＝
本
水
尾

町
＝
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ

ー
伴
奏
で
唱
歌
を
歌
う
。

　

午
前
１０
時
半
と
午
後
１

時
半
の
２
回
。
入
館
料
１

０
０
円
（
小
・
中
学
生
５０

円
）。
☎
４２
・
１
３
６
１
。

病
後
児
を
他
人
に
み
て
も

ら
う
の
は
不
安
▽
親
が
仕

事
を
休
ん
で
対
応
す
る
▽

利
用
料
が
わ
か
ら
な
い-

な
ど
が
目
立
っ
た
。

　

「
赤
穂
市
は
子
育
て
し

や
す
い
環
境
に
あ
る
と
思

う
か
」
の
問
い
に
は
、
▽

そ
う
思
う
（
小
学
生
１９
・

０
％
、
就
学
前
２４
・
０

％
）
▽
ど
ち
ら
か
と
そ
う

思
う
（
５６
・
９
％
、
５４
・

４
％
）
▽
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
そ
う
思
わ
な
い
（
７

・
９
％
、
６
・
８
％
）
▽

思
わ
な
い
（
３
・
４
％
、

４
・
５
％
）
と
な
り
、
４

人
に
３
人
は
肯
定
的
に
受

け
止
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
市

は
「
精
査
し
た
上
で
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、

２
０
１
９
年
度
に
策
定
す

る
『
第
２
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
』
へ

反
映
さ
せ
た
い
」（
子
育

て
健
康
課
）
と
し
て
い

る
。

　

▼
…
赤
穂
柔
道
ス
ポ
少

５０
周
年
で
記
念
大
会
＝
半

世
紀
の
歴
史
を
誇
る
赤
穂

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

５０
周
年
記
念
行
事
が
２４
日

加
里
屋
の
新
町
武
道
館
で

あ
り
、
式
典
と
記
念
大
会

な
ど
で
節
目
を
祝
っ
た
。

　

市
体
育
協
会
の
記
録
に

よ
る
と
、
１
９
６
８
年
に

市
柔
道
協
会
の
有
志
ら
が

柔
道
を
通
じ
た
少
年
の
健

全
育
成
を
目
指
し
、
新
町

武
道
館
で
練
習
を
開
始
。

２
年
後
の
少
年
団
結
成
に

結
び
つ
い
た
。
７２
年
に
は

県
小
学
生
大
会
で
優
勝
。

Ｏ
Ｂ
の
数
は
約
２
０
０
人

を
数
え
、
今
年
度
は
幼
稚

園
と
小
学
生
の
３４
人
が
活

動
し
た
。

　

記
念
大
会
に
は
市
内
の

他
の
少
年
団
と
柔
道
教
室

も
出
場
。
自
身
も
卒
団
生

の
山
本
有あ

佐さ

子こ

後
援
会
長

が
「
柔
道
は
相
手
が
い
る

か
ら
自
分
も
一
緒
に
強
く

な
れ
る
。
き
ょ
う
は
力
い

っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

励
ま
し
た
。
選
手
を
代
表

し
て
山
本
由
聖
君（
１２
）が

「
今
ま
で
少
年
団
を
守
っ

て
き
て
く
れ
た
方
々
の
思

い
を
大
事
に
し
て
、
こ
の

大
会
に
精
一
杯
力
を
尽
く

す
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

宣
誓
。
学
年
別
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
１２
部
門
で
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。

　

式
典
で
は
、
指
導
員
と

し
て
の
長
年
の
功
績
を
称

え
て
馬
場
猪
虎
雄
さ
ん
と

山
口
雅
弘
さ
ん
に
感
謝
状

を
贈
呈
。
東
光
洋
団
長
は

「
５０
年
も
の
長
い
間
続
い

た
の
は
、
協
力
し
て
く
れ

た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
。

こ
れ
か
ら
も
指
導
者
一
同

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。（
写
真
は
赤
穂

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
５０

周
年
記
念
大
会
で
選
手
宣

誓
す
る
山
本
由
聖
君
）

赤
穂
市
の
人
事
異
動

観
光
監
を
新
設

　

赤
穂
市
は
４
月
１
日
付

け
発
令
の
人
事
異
動
を
３０

日
発
表
し
た
。
観
光
振
興

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

部
長
級
の
「
観
光
監
」
を

新
た
に
設
置
。
市
長
公
室

に
政
策
担
当
係
長
を
配
置

し
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
建
設
反
対
赤
穂
市
民

の
会
の
担
当
窓
口
と
す

る
。

　

市
は
、「
人
口
減
少
問

題
や
少
子
高
齢
化
対
策
な

ど
市
政
の
重
点
施
策
を
は

じ
め
新
た
な
課
題
に
も
着

実
に
取
り
組
む
た
め
、
部

長
職
へ
の
若
手
職
員
の
積

極
登
用
に
よ
る
組
織
の
活

性
化
を
図
り
、
子
育
て
支

援
等
直
面
す
る
多
様
な
行

政
課
題
に
柔
軟
か
つ
積
極

的
に
対
応
す
る
た
め
の
執

平
成
３０
年
度

赤
穂
商
工
会
議
所

優
良
従
業
員
表
彰

　

▽
４０
年
以
上
＝
寺
谷
仁

克（
神
園
電
気
工
業
所
）▽

３０
年
以
上
＝
宮
﨑
修
二

（
大
木
産
業
）
浮
田
道
雄

（
タ
テ
ホ
化
学
工
業
）山
本

智
博（
千
種
建
設
）▽
２０
年

以
上
＝
志
水
尚
代
（
赤
穂

ユ
ニ
テ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
）

山
本
正
則
、
猪
谷
和
弘

（
タ
テ
ホ
化
学
工
業
）渡
辺

慶
浩
、
豆
﨑
禎
之
、
小
室

幸
男
（
富
士
フ
ィ
ル
ム
和

光
純
薬
播
磨
工
場
）
高
原

由
行
、
端
口
佳
宏
（
赤
穂

化
成
）
▽
１０
年
以
上
＝
丑

谷
祐
貴
、
片
山
敬
弘
、
土

屋
輝
彦
、
髙
木
順
子
（
横

山
サ
ポ
ー
ト
テ
ッ
ク
）
金

井
ゆ
か
り
、
山
下
美
加
子

（
タ
テ
ホ
化
学
工
業
）
吉

田
憲
司
、
鎌
倉
稔
（
千
種

建
設
）
中
西
則
彰
、
橋
本

裕
之
、
家
本
耕
作
（
ロ
ザ

イ
工
業
赤
穂
工
場
）

皇
の
御
座
所
が
あ
っ
た
場

所
だ
と
い
う
。

　

近
年
は
周
囲
に
樹
木
が

茂
っ
て
記
念
碑
が
目
立
た

な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
地
元
の
文
化
財
保
護

連
絡
員
に
住
民
有
志
を
加

え
た
６
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
伐
採
。
約
１
時
間
の

作
業
で
景
観
を
整
え
た
。

（
写
真
は
明
治
天
皇
駐
輦

記
念
碑
の
周
辺
景
観
を
整

備
し
た
み
な
さ
ん
＝
文
化

財
保
護
連
絡
員
提
供
）

　

▼
…
明
治
天
皇
ゆ
か
り

の
史
跡
で
景
観
整
備
＝
東

有
年
の
「
明
治
天
皇
駐
輦

記
念
碑
」
で
地
元
住
民
有

志
が
樹
木
伐
採
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
こ
の
ほ
ど

行
っ
た
。

　

記
念
碑
は
石
組
み
の
土

台
の
上
に
玉
垣
に
囲
ま
れ

て
建
ち
、
高
さ
２
７
５

㌢
。
有
年
中
学
校
の
正
門

か
ら
北
へ
５０
㍍
ほ
ど
に
あ

る
。「
駐
輦
（
ち
ゅ
う
れ

ん
）」
と
は
「
天
子
が
行

幸
の
途
中
で
車
を
止
め
る

こ
と
」
の
意
味
で
、
明
治

天
皇
が
明
治
１８
年
（
１
８

８
５
）
８
月
の
山
陽
道
巡

幸
の
途
中
、
元
本
陣
の
柳

原
逸
郎
氏
邸
で
休
憩
し
た

栄
誉
を
後
世
に
伝
え
よ
う

と
、
大
正
１３
年
（
１
９
２

４
）
１２
月
に
邸
宅
跡
に
建

立
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
天

次
長
・
管
理
担
当
（
議
会

事
務
局
総
務
課
長
・
参

事
）
◎
東
南
武
士
▽
上
下

水
道
部
長
（
教
育
次
長
・

管
理
担
当
）
永
石
一
彦

【
課
長
職
】

　

▽
総
務
部
契
約
管
財
課

長
・
参
事
（
建
設
経
済
部

建
設
課
長
）
○
山
田
裕
之

▽
総
務
部
人
事
課
長
・
参

事
（
市
民
病
院
総
務
課
長

・
参
事
）
明
石
一
成
▽
市

民
部
市
民
対
話
課
長
・
参

事
（
健
康
福
祉
部
社
会
福

祉
課
長
兼
児
童
発
達
支
援

事
業
運
営
管
理
者
・
参

事
）
松
本
久
典
▽
建
設
経

済
部
建
設
課
長
・
参
事

（
建
設
経
済
部
区
画
整
理

課
長
・
参
事
）
小
川
尚
生

▽
建
設
経
済
部
農
林
水
産

担
当
課
長
併
せ
農
業
委
員

会
事
務
局
長
・
参
事
（
監

査
委
員
事
務
局
長
併
せ
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
長
併

せ
公
平
委
員
会
書
記
長
・

参
事
）
一
二
三
修
司
▽
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
推
進

課
長
・
参
事
（
教
育
委
員

会
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長
）

○
米
口
俊
也
▽
教
育
委
員

会
図
書
館
長
兼
市
史
編
さ

ん
担
当
課
長
・
参
事
（
教

育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
担

当
課
長
）
○
小
野
真
一
▽

消
防
本
部
総
務
課
長
・
参

事
（
消
防
本
部
総
務
課

長
）
○
尾
崎
浩
司
▽
消
防

本
部
上
郡
消
防
署
長
・
参

事
（
消
防
本
部
上
郡
消
防

署
長
）
○
井
上
靖
久
▽
市

民
病
院
介
護
老
人
保
健
施

設
事
務
課
長
・
参
事
（
市

民
病
院
介
護
老
人
保
健
施

設
事
務
課
長
）
○
正
木
洋

志
▽
市
長
公
室
危
機
管
理

担
当
課
長
（
建
設
経
済
部

産
業
観
光
課
長
）
末
井
善

生
▽
市
長
公
室
政
策
担
当

課
長
（
市
長
公
室
企
画
広

報
課
総
合
計
画
・
戦
略
推

進
担
当
係
長
・
主
幹
）
◎

澁
谷
晃
▽
総
務
部
情
報
政

策
担
当
課
長
兼
情
報
政
策

係
長
事
務
取
扱
（
総
務
部

情
報
政
策
担
当
課
長
）
前

田
光
俊
▽
総
務
部
財
政
課

長
（
市
長
公
室
企
画
広
報

課
秘
書
広
報
係
長
・
主

幹
）
◎
奥
吉
達
洋
▽
市
民

部
市
民
課
長
（
総
務
部
行

政
課
情
報
政
策
係
長
・
主

幹
）
◎
本
家
信
治
▽
健
康

福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
兼

児
童
発
達
支
援
事
業
運
営

管
理
者
（
健
康
福
祉
部
社

会
福
祉
課
保
護
担
当
係
長

・
主
幹
）
◎
丸
尾
誠
▽
建

設
経
済
部
区
画
整
理
課
長

（
上
下
水
道
部
下
水
道
課

長
）
坂
本
良
広
▽
建
設
経

済
部
産
業
観
光
課
長
（
建

設
経
済
部
産
業
振
興
担
当

課
長
）
笠
原
裕
之
▽
建
設

経
済
部
農
業
共
済
担
当
課

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

優
希（
市
民
病
院
）▽
米
本

隆
大（
市
民
病
院
）▽
井
上

尚（
市
民
病
院
）
▽
寺
西

か
お
り（
市
民
病
院
）▽
山

戸
仁（
市
民
病
院
）▽
中
川

幸
紀（
市
民
病
院
）▽
平
野

友
梨（
市
民
病
院
）▽
木
本

康
久（
市
長
公
室
再
任
用
）

▽
小
國
佐
栄
子
（
健
康
福

祉
部
再
任
用
）
▽
清
水
利

男（
建
設
経
済
部
再
任
用
）

▽
松
本
康
司
（
建
設
経
済

部
再
任
用
）
▽
田
原
ひ
と

み（
教
育
委
員
会
再
任
用
）

▽
澗
口
五
百
子
（
教
育
委

員
会
再
任
用
）
▽
満
重
義

浩（
教
育
委
員
会
再
任
用
）

▽
廣
門
初
男
（
上
下
水
道

部
再
任
用
）
▽
柿
本
明
美

（
市
民
病
院
再
任
用
）

幼
稚
園
関
係

の
人
事
異
動

　

【
園
長
】
▽
城
西
＝
大

田
恵（
有
年
）▽
塩
屋
＝
中

丁
知
子（
原
）▽
赤
穂
西
＝

田
川
美
奈
子（
再
任
用
）▽

尾
崎
＝
中
塚
真
由
美
（
赤

穂
西
）
▽
高
雄
＝
川
﨑
克

子（
再
任
用
）▽
有
年
＝
◎

前
家
未
佳
（
塩
屋
主
任
教

諭
）
▽
原
＝
◎
丸
尾
佐
栄

子
（
城
西
主
任
教
諭
）【
主

任
教
諭
】
▽
塩
屋
＝
亀
井

祐
子（
赤
穂
西
）▽
尾
崎
＝

三
輪
麻
美
（
御
崎
）【
教

諭
】
▽
城
西
＝
江
草
可
奈

子
（
高
雄
）
藤
田
佳
那
美

（
新
任
）
▽
塩
屋
＝
加
藤

桃
花
（
新
任
）
▽
赤
穂
西

＝
太
田
梨
恵
（
塩
屋
）
蓑

田
実
優
（
尾
崎
）
▽
尾
崎

＝
長
田
彩
歩
（
坂
越
）
西

山
有
香
子
（
新
任
）
▽
御

崎
＝
北
村
眞
子
（
新
任
）

▽
坂
越
＝
木
下
友
佳
（
有

年
）
山
本
奈
波
（
赤
穂

西
）
▽
有
年
＝
長
谷
川
奈

加
（
尾
崎
）
▽
原
＝
磯
本

加
奈
恵
（
赤
穂
）【
事
務

補
助
員
】
▽
坂
越
＝
福
本

淳
子
（
再
任
用
）
▽
原
＝

西
川
真
由
美
（
赤
穂
）

保
育
所
関
係

の
人
事
異
動

　

【
保
育
士
】
▽
赤
穂
＝

中
村
奈
美
、
廣
瀨
紫
織

（
坂
越
）
芝
田
笑
子
（
新

任
）
▽
塩
屋
＝
山
本
季
世

子
（
御
崎
）
▽
尾
崎
＝
木

下
彩
（
赤
穂
）
持
丸
亜
耶

（
塩
屋
）
小
西
真
央
（
新

任
）
▽
御
崎
＝
山
本
綾
菜

（
坂
越
）
今
川
法
子
（
尾

崎
）【
調
理
員
兼
用
務

員
】
▽
有
年
＝
舩
本
淳

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

幼
稚
園
長
）
▽
木
村
隆
彦

（
消
防
本
部
消
防
団
担
当

課
長
）▽
藤
本
大
祐（
市
民

部
市
民
対
話
課
長
）
▽
入

潮
賢
和
（
教
育
委
員
会
指

導
課
長
）
▽
中
田
日
早
枝

（
市
民
病
院
副
薬
剤
部

長
）▽
高
畑
弘
世（
市
民
病

院
副
臨
床
検
査
技
師
長
）

▽
松
本
義
孝
（
消
防
本
部

警
防
課
通
信
指
令
第
２
係

長
）▽
山
本
貴
之（
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
代
理
）

▽
笠
原
智
子
（
市
民
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設
担
当

係
長
）▽
柳
生
千
明（
市
民

病
院
医
療
課
医
療
計
画
係

長
）▽
渡
邊
英
樹（
建
設
経

済
部
）▽
細
川
芳
人（
市
民

病
院
主
任
臨
床
検
査
技

師
）▽
大
瀬
春
美（
市
民
病

院
主
任
看
護
師
）
▽
川
端

由
紀
子（
主
任
看
護
師
）▽

古
林
典
子（
主
任
看
護
師
）

▽
越
後
貞
子
（
市
民
病

院
）▽
濵
嵜
育
美（
市
民
病

院
）▽
増
田
菊
代（
市
民
病

院
）▽
丹
下
明
美（
市
民
病

院
）▽
徳
田
涼
子（
市
民
病

院
）▽
籠
谷
照
人（
美
化
セ

ン
タ
ー
副
現
場
長
）
▽
福

本
淳
子（
坂
越
幼
稚
園
）▽

西
本
深
幸（
原
幼
稚
園
）▽

中
元
孝
（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）▽
大
河
民
子（
有
年

保
育
所
）▽
白
神
和
子（
高

雄
小
学
校
）▽
東
家
邦
子

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）▽

森
本
喜
久
（
市
民
病
院
心

臓
血
管
外
科
部
長
）
▽
武

居
晃
平
（
市
民
病
院
内
科

医
長
）▽
藤
末
淳（
市
民
病

院
心
臓
血
管
外
科
医
長
）

▽
中
村
昌
平
（
市
民
病
院

医
師
）▽
鈴
木
智
大（
市
民

病
院
医
師
）
▽
小
野
理
恵

（
塩
屋
保
育
所
）▽
服
部
茜

（
原
幼
稚
園
）▽
野
道
政
希

（
総
務
部
）
▽
平
井
美
幸

（
市
民
病
院
）▽
相
楽
友
香

（
市
民
病
院
）▽
西
崎
弘
充

（
市
民
病
院
）▽
玉
村
啓
介

（
市
民
病
院
）
▽
松
岡
詩

子（
市
民
病
院
）▽
米
澤
圭

祐（
市
民
病
院
）▽
竹
内
亜

沙
美（
市
民
病
院
）▽
川
邉

長
・
赤
相
農
業
共
済
事
務

組
合
派
遣
（
市
民
部
市
民

対
話
課
定
住
推
進
担
当
係

長
・
主
幹
）
◎
茶
谷
洋
子

▽
教
育
委
員
会
指
導
課
長

（
教
育
委
員
会
指
導
課
教

育
指
導
担
当
係
長
・
主

幹
）
◎
河
本
学
▽
議
会
事

務
局
総
務
課
長
（
上
下
水

道
部
総
務
課
長
）
澁
江
慎

治
▽
監
査
委
員
事
務
局
長

併
せ
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長
併
せ
公
平
委
員
会
書

記
長
（
建
設
経
済
部
農
業

共
済
担
当
課
長
・
赤
相
農

業
共
済
事
務
組
合
派
遣
）

三
上
貴
裕
▽
消
防
本
部
消

防
団
担
当
課
長
（
消
防
本

部
警
防
課
警
防
第
１
係
長

・
主
幹
）
◎
長
田
文
弘
▽

上
下
水
道
部
総
務
課
長

（
上
下
水
道
部
総
務
課
下

水
道
担
当
係
長
・
主
幹
）

◎
萬
代
新
▽
上
下
水
道
部

下
水
道
課
長
（
総
務
部
契

約
管
財
課
長
）
松
村
学
▽

市
民
病
院
総
務
課
長
（
市

民
病
院
医
療
課
長
）
山
本

政
秀
▽
市
民
病
院
医
療
課

長
（
市
民
部
市
民
課
長
）

西
岐
厚
志

【
市
民
病
院
関
係
】

　

▽
心
臓
血
管
外
科
部
長

（
新
任
）
原
口
知
則
▽
整

形
外
科
部
長
（
新
任
）
名

倉
一
成
▽
病
理
診
断
科
部

長
（
新
任
）
榎
木
英
介
▽

循
環
器
科
部
長
兼
心
臓
血

管
外
科
部
長
（
循
環
器
科

部
長
）
野
田
怜
▽
消
化
器

内
科
部
長
（
総
合
診
療
科

部
長
兼
内
科
部
長
）
野
田

万
里
▽
麻
酔
科
部
長
（
新

任
）
片
山
英
里
▽
副
看
護

部
長
兼
看
護
師
長
（
看
護

師
長
）
◎
井
上
祐
子
▽
看

護
師
長
（
主
任
看
護
師
）

◎
石
原
英
子

【
退
職
者
】	

　

▽
三
谷
勝
弘
（
会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長
事
務
取

扱
）▽
礒
家
和
幸（
市
長
公

室
長
）▽
阿
河
省
二（
市
民

病
院
診
療
部
長
兼
整
形
外

科
部
長
）
▽
金
谷
啓
治

（
市
長
公
室
危
機
管
理
担

当
課
長
）▽
柳
生
隆（
建
設

経
済
部
農
林
水
産
担
当
課

長
）▽
高
田
郁
子（
教
育
委

員
会
図
書
館
長
）
▽
橋
本

典
子（
塩
屋
幼
稚
園
長
）▽

田
川
美
奈
子
（
尾
崎
幼
稚

園
長
）▽
川
﨑
克
子（
高
雄

行
体
制
の
整
備
を
図
っ

た
」
と
し
て
い
る
。

　

異
動
総
数
は
前
年
度
よ

り
５２
人
多
い
２
９
５
人
。

課
長
級
以
上
と
退
職
者

（
３
月
３１
日
付
け
）
は
次

の
と
お
り
。
◎
は
昇
任
、

○
は
昇
格
。

【
部
長
職
】

　

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計

課
長
事
務
取
扱
・
理
事

（
総
務
部
長
）
○
尾
崎
順

一
▽
建
設
経
済
部
長
・
理

事
（
建
設
経
済
部
長
）
○

古
津
和
也
▽
市
長
公
室
長

（
総
務
部
人
事
課
長
・
参

事
）
◎
平
野
佳
秀
▽
総
務

部
長
（
総
務
部
財
政
課
長

・
参
事
）
◎
岸
本
慎
一
▽

地
域
活
性
化
推
進
担
当
部

長
（
上
下
水
道
部
長
）
大

黒
武
憲
▽
観
光
監
兼
観
光

推
進
担
当
課
長
事
務
取
扱

（
地
域
活
性
化
推
進
担
当

部
長
）
西
浦
万
次
▽
教
育

赤
穂
市
卓
球
協
会

第
３５
回
会
長
盾

　

▽
男
子
１
部
＝
①
Ｋ
Ａ

Ｚ
Ｕ（
小
谷
柊
二
、上
田
一

翔
、塩
屋
美
柚
）②
Ｙ
Ｙ
Ｍ

（
山
野
義
信
、三
宅
拓
美
、

山
本
明
寛
）
③
ブ
ル
ー
タ

ス（
石
井
秀
男
、
山
崎
幸

博
、真
島
裕
見
子
）ツ
バ
キ

Ｂ（
大
木
徹
、山
本
悠
貴
、

辻
大
士
）
▽
同
２
部
＝
①

も
も
は
ー
ず
（
西
村
満

春
、松
本
貞
壮
、織
田
麻
由

美
）
②
メ
イ
プ
ル
ス
カ
イ

（
山
下
真
人
、山
下
誠
、
蒐

場
真
彩
）③
太
陽
鉱
工（
長

石
広
之
、藤
原
一
信
、橋
本

龍
男
）
赤
穂
高
校
Ａ
（
曽

谷
天
治
、上
田
雪
乃
、山
本

恵
理
香
）
▽
女
子
１
部
＝

①
Ｔ
Ｃ
ア
ル
フ
ァ
（
本
田

志
穂
、
宮
本
茉
織
、
宮
本

彩
加
、
大
村
優
奈
）
②
赤

穂
高
校
（
梶
原
沙
月
、
安

藤
真
由
、
沖
咲
奈
枝
）
③

赤
穂
東
中
学
校
Ａ
（
天
満

日
向
、
堤
萌
翔
、
馬
場
日

向
香
）
龍
野
東
中
学
校
Ａ

（
福
井
愛
梨
、
黒
田
実

香
、
長
濱
瞬
）
▽
同
２
部

＝
①
有
年
中
学
校
Ａ
（
武

藤
実
桜
唯
、
高
田
羽
菜
、

福
井
偲
月
、川
上
菜
々
穂
）

②
赤
穂
中
学
校
Ａ
（
松
林

音
寧
、
有
年
宏
香
、
石
原

佳
奈
）
③
赤
穂
西
中
学
校

Ｄ
（
上
杉
優
藍
、
山
之
口

美
優
、
松
尾
優
羽
）
赤
穂

西
中
学
校
Ｃ（
中
田
百
香
、

井
本
華
音
、
風
原
舞
）
▽

小
学
生
個
人
戦
＝
①
織
田

桃
羽（
尾
崎
）②
木
村
光
希

（
城
西
）
③
遠
藤
優
里
愛

（
同
）大
國
愁（
塩
屋
）

尾崎・会計管理者古津・建設経済部長平野・市長公室長

岸本・総務部長東南・教育次長
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【赤穂の主な出来事】
ＮＨＫ大河ドラマ「元禄繚乱」放送

電話番号の市外局番4桁、市内局番2桁に

かぶ〜ん うね開設

【国内外の主な出来事】
日銀がゼロ金利政策実施

子犬型ロボット「ＡＩＢＯ」発売

東海村ＪＣＯで日本初の臨界事故

【流行語、ブーム】
「ブッチホン」「リベンジ」「だんご３兄弟」

平成11年（1999年）
市人口 ５２，６０９人　市世帯数１７，７３９世帯

平成1２年（２０００年）
市人口 ５２，７１７人　市世帯数１７，９９７世帯

平成1３年（２００1年）
市人口 ５２，７２５人　市世帯数１８，１９６世帯

平成14年（２００２年）
市人口 ５２，７３７人　市世帯数１８，４４１世帯

平成1５年（２００３年）
市人口 ５２，６８５人　市世帯数１８，６０３世帯

【赤穂の主な出来事】
熊本県山鹿市と姉妹都市提携

新市立図書館がオープン

赤穂大石神社が新社殿竣工

赤穂城本丸庭園・二之丸庭園が国名勝指定

【国内外の主な出来事】
学校週休2日制スタート

日韓合同でサッカーＷ杯開催

【流行語・ブーム】
「タマちゃん」

【赤穂の主な出来事】
第6代市長に豆田正明氏就任

３漁協が合併して赤穂市漁協発足

赤穂駅周辺整備が民事再生申し立て

【国内外の主な出来事】
六本木ヒルズがグランドオープン

地上デジタルテレビ放送がスタート

鳥インフルエンザの感染発生

ＪＲ西日本がイコカの利用開始

【流行語・ブーム】
「毒まんじゅう」「マニフェスト」

【赤穂の主な出来事】
赤穂温泉の新泉源発掘に成功

赤穂ふれあいの森完成

大相撲赤穂場所が開催

播州赤穂駅の橋上駅舎完成、プラット赤穂開業

【国内外の主な出来事】
ハッピーマンデー初めて適用

三宅島噴火で全島民避難

二千円札発行

介護保険制度スタート

【流行語・ブーム】
「おっはー」「ＩＴ革命」「ジコチュー」

【赤穂の主な出来事】
忠臣蔵３00年祭が開幕

市議選で48年ぶり女性当選

「いきつぎ広場」完成

【国内外の主な出来事】
ハワイ沖でえひめ丸事故

ユニバーサル・スタジオ・ジャパン開園

池田小児童殺傷事件

明石花火大会歩道橋事故

アメリカ同時多発テロ事件

【流行語・ブーム】
「米百俵」「骨太の方針」

【赤穂の主な出来事】
歴史博物館がオープン

第4代市長に岩崎俊男氏就任

第１回義士サミット、赤穂で開催

【国内外の主な出来事】
昭和天皇崩御、昭和から平成に

消費税施行、税率は３%

ＮＨＫが衛星放送の本放送スタート

ベルリンの壁崩壊、東西ドイツ統一へ

【流行語・ブーム】
「セクハラ」「一杯のかけそば」

平成元年（1989年）
市人口 ５２，０８８人　市世帯数１５，４６９世帯

平成 ２年（199０年）
市人口 ５１，７８２人　市世帯数１５，５０４世帯

平成 ３年（1991年）
市人口 ５１，６２３人　市世帯数１５，６２９世帯

平成 4年（199２年）
市人口 ５１，６６５人　市世帯数１５，８２９世帯

平成 ５年（199３年）
市人口 ５１，６１１人　市世帯数１６，００８世帯

【赤穂の主な出来事】
坂越地区を市街地景観形成地区に指定

赤穂市文化会館ハーモニーホール開館

暴力団と関係を断つ会発足

【国内外の主な出来事】
東京佐川急便事件で強制捜査

新幹線「のぞみ」運転開始

太陽神戸三井銀行が「さくら銀行」に改称

甲子園で松井秀喜５打席連続敬遠

【流行語・ブーム】
「うれしいような、かなしいような」

【赤穂の主な出来事】
赤穂海浜大橋が開通

加里屋川改修で振動問題

高山に「赤」のイルミネーション設置

【国内外の主な出来事】
サッカーＪリーグ開幕

皇太子ご成婚

細川連立内閣発足、５５年体制終わる

姫路城など日本初の世界遺産登録

【流行語・ブーム】
「Ｊリーグ」「規制緩和」

【赤穂の主な出来事】
東有年沖田遺跡で国内最古級の土馬

水道開発負担金の未払い発覚

赤穂義士四十七士・四十六士論争

岩崎俊男市長が死去

【国内外の主な出来事】
アニメ「ちびまる子ちゃん」放送開始

第１回大学入試センター試験実施

バブル経済崩壊で株価暴落

秋山豊寛氏が日本人初の宇宙飛行

【流行語・ブーム】
「ファジィ」「アッシー君」「おやじギャル」

【赤穂の主な出来事】
第５代市長に北爪照夫氏就任

赤穂城本丸庭園を復元公開

赤穂緞通織方技法講習会が開講

【国内外の主な出来事】
多国籍軍がイラク空爆、湾岸戦争勃発

大相撲・千代の富士が現役引退

長崎・雲仙普賢岳で火砕流発生

ジュリアナ東京オープン

【流行語・ブーム】
「…じゃあ〜りませんか」「バツイチ」

【赤穂の主な出来事】
市が福祉系大学誘致計画を発表

磯産業団地完成

東洋紡赤穂工場、68年の歴史に幕

旧坂越浦会所を復元公開

市内4中学校で頭髪丸刈り廃止

【国内外の主な出来事】
関西国際空港が開港

松本サリン事件

郵便料金値上げ、葉書５0円、封書80円に

【流行語・ブーム】
「同情するならカネをくれ」

平成 6年（1994年）
市人口 ５１，５８１人　市世帯数１６，００７世帯

平成 7年（199５年）
市人口 ５１，６７３人　市世帯数１６，３５２世帯

平成 8年（1996年）
市人口 ５１，９９４人　市世帯数１６，６７０世帯

平成 9年（1997年）
市人口 ５２，０８７人　市世帯数１６，９６４世帯

平成1０年（1998年）
市人口 ５２，４７６人　市世帯数１７，３５５世帯

【赤穂の主な出来事】
関西福祉大学が開学

豪ロッキングハム市と姉妹都市提携

田淵記念館がオープン

【国内外の主な出来事】
播磨科学公園都市がまちびらき

神戸連続児童殺傷事件

消費税率５％に増税

ダイアナ元英皇太子妃、パリで事故死

山一証券が破綻

【流行語・ブーム】
「失楽園」「たまごっち」

【赤穂の主な出来事】
市民病院が新築移転

消防本部庁舎が新築移転

お城通りを市街地景観形成地区に指定

【国内外の主な出来事】
冬期長野オリンピック開催

和歌山毒物カレー事件発生

明石海峡大橋が開通

郵便番号が７桁に

【流行語・ブーム】
「だっちゅーの」「環境ホルモン」

【赤穂の主な出来事】
坂越まち並み館完成

有年原・田中遺跡公園開園

【国内外の主な出来事】
阪神淡路大震災

地下鉄サリン事件

ウインドウズ９５発売

【流行語・ブーム】
「無党派」「がんばろうＫＯＢＥ」

【赤穂の主な出来事】
坂越で山火事、42ヘクタール焼失

赤穂城本丸門を復元

東有年沖田遺跡公園が完成

市消防新都市分署の業務開始

【国内外の主な出来事】
Ｏ１５７による食中毒が各地で発生

羽生善治、将棋の７冠達成

ヤフージャパンがサービス開始

【流行語・ブーム】
「自分で自分をほめたい」「メークドラマ」

義士サミットであいさつする岩崎俊男市長
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新築移転した赤穂市民病院

大河ドラマ「元禄繚乱」主演の中村勘九郎が花
岳寺、赤穂大石神社参拝のため来穂

橋上化したＪＲ播州赤穂駅とプラット赤穂
忠臣蔵３００年祭で行われた開城イベント

山鹿市との姉妹都市提携盟約調印式
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